
 

 

 
 

【基礎から学ぶ収納講座-③】 
前回は部屋別に収納の工夫を紹介しました。今月は住まいの顔である玄関の機能性を高める「シュー

ズクローク」の紹介をおこないます。玄関には家族全員の靴や趣味のスポーツ用品など何かとモノが

いっぱいです。家の第一印象を決める大事なスペースですから、気持ちのいい空間に保っておきたい

ものです。 

 

家の顔=玄関の収納を考えよう 
 

雑然となりがちな玄関にはプライベート玄関兼シ

ューズクローク（玄関収納）を検討してみてはいか

がでしょうか？シューズクロークを活用すると、生

活感のあるモノを表に出さずに済み、スッキリとし

た玄関を保つことができます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

では、シューズクロークをつくるとどのようなメリ

ットがあり、玄関の収納はどのように変わるのでし

ょうか？ 大きく分けると次の２点が考えられます。 

 
１．来客用と家族用の動線を分けられる 

玄関の中に家族用玄関を作り、家族はシューズクロ

ークを通って直接出入りするようにします。そうす

ると、家族は外から帰ったら靴や荷物・上着などを

しまってからリビングへ、と自然に片付ける流れが

生まれます。リビングの椅子やソファーに上着を置

いたままということもなくなるでしょう。 

メインの来客用玄関はいつもスッキリキレイに整

頓された状態を保つことができ、急な来客に慌てて

玄関を片付けることはありません。 
 

２．「見せる・見せない」のメリハリがつく 

「見られたくないモノ」は玄関に入った時に視界に

入らないよう、「見せたいモノ」は視界の中に入り

やすい位置にと考えてみましょう。玄関横のシュー

ズクロークに生活感のあるモノを収納してしまえ

ばメインの来客用玄関はいつもすっきりと美しく

保てます。 
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住まいづくりは幸せづくり広場 

写真上…シューズクローク内には土間とロビ
ーを設けて靴の脱ぎ履きがしやすいようにし
ましょう。 
写真下…水や汚れに強い土間部分は、自転
車や、雨に濡れたレインコートをしまっても気
になりません。 



玄関ホールには花やオブジェを飾ってライトアップする

など、お客様を気持ちよく迎えるおもてなしの気持ちが感

じられる空間演出をしましょう。 

詰め込むだけの収納や、なんとなくスペースを確保しただ

けの収納では、せっかくシューズクロークを作ってもつい

つい散らかってしまいます。何をどれぐらいおくのか事前

に確認して、収納する場所・高さ等使いやすいように『適

材適所』にレイアウトを考えておくことをお勧めします。 
 

 

 

 

何をどれだけ収納したいか把握しましょう 

今玄関まわりに置かれているモノや、シュー

ズクロークを設置すれば収納したいモノを書

き出してみましょう。 

靴（スニーカー・ブーツ・サンダル等）、傘、

靴磨き、カギ、スリッパ、ベビーカー、趣味

用品（ゴルフバック・スキー道具等のスポー

ツ道具・折りたたみ自転車・ガーデニンググ

ッズ等）、杖、掃除用具…とたくさん考えら

れます。 

また、春夏秋冬、５年～１０年後と時間軸を

ずらして考えてみてください。 

冬は上着をどうするか、子供が大きくなって

クラブ活動などの道具が増えたら、両親と同

居することになったら…、収納するモノも変

わってくるのではないでしょうか？ 

 

収納をシュミレーションする 

何をどれだけ収納したいのか書き出したら、

次にやってみてほしいのが、シューズクロー

クのシミュレーションです。 

あらかじめ荷物の量や動線をよくシミュレー

ションしておけば、荷物が入らなかたり、奥

にあるモノを取りにいくためにわざわざ靴を

履く事になったり…、などというような不便

を感じることにはならないでしょう。 

帰宅して、玄関の鍵をあけてから電気をつけ、

荷物を置き、靴を脱ぎ、上着を掛け、スリッ

パに履き替える…リビングに入るまで、どこ

に触れてどこを通り、どこにモノをしまうで

しょうか。 

動線に沿って無駄なく収納ができ、それぞれ

のモノの定位置が決められていると、自然と

整理整頓の習慣もつき、モノが多いシューズ

クロークもスッキリと片付いた状態が保てる

でしょう。 



きれいに収まっていると、掃除

も簡単になり一石二鳥です。 

収納したいモノの量やシミュレ

ーションした内容をもとに、住

宅会社の設計者に相談するとい

いでしょう。 

詰め込むだけの収納や、なんと

なくスペースを確保しただけの

収納では、せっかくシューズク

ロークを作ってもついつい散ら

かってしまいます。 

何をどれぐらいおくのか事前に

確認して、収納する場所・高さ等

使いやすいように『適材適所』

にレイアウトを考えておくことをお勧めします。 
 
大容量の荷物が収納できるシューズクロークがあると、靴以外にもガーデニンググッ

ズやアウトドアグッズなどが収納できて大変便利です。下記にシューズクロークを作

るときのポイントをいくつかあげてみました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

シューズクロークをうまく活用すれば、散らかることのないスッキリキレイな玄関が

実現出来そうです。新築やリフォームの際に、ぜひとも検討されてみてはいかがでし

ょうか？ 



 
 

 

 

 

 

日本の木造建築の伝統のかげには、大工の肉体の一部となり、使い馴らされてきた多くの大工道具がありました。 
代表的な大工道具をとりあげ、解説します。 

 

 

 

１．曲尺 

曲尺と書いてサシガネ、カネジャク、マガリガネなどと読みます。 

L 字型の直角定規に目盛りが刻まれた道具で、 L 字の長い辺を長手

（長枝）、短い辺を妻手（短枝）と呼び、長手を垂直にした時に妻

手が右側にある状態を表、その反対側を裏と呼びます。表には通常

の目盛り（表日）、裏目には、表目を√2 倍した目盛り（角目）や

円周率で割った目盛り（丸目）が刻まれています。 

 

また、実用には使われませんが、一尺二寸を八等分した目盛りが「財、病、離、義、官、劫、害、吉」

の文字とともに刻まれているものもあります（門尺・魯班尺）。 

曲尺は、これらの目盛りと形状を利用して、物の長さや角度などを測り、部材に墨付けする時に使用す

る道具です。大工にとっては仕事をする上で欠く事のできない道具のため、敬意をもって扱ったといわ

れ、現場で踏もうものなら即座に怒鳴りつけられたそうです。 

昔は鉄製や真鍮製でしたが、昭和初期ごろからステンレスがあらわれました。真鍮製には、直角部に三

角形の鋼を添えて、直角の狂いを防いだものもあります（角鉄入）。 

曲尺の巾は通常5分（15mm）、厚みは約6厘（2mm）で、長手方向に弾力性があります。目盛りは基本的

には寸目で、メートル法の施行によって一時強制的にセンチ目になりましたが、法の適用緩和により、

以前からの尺寸法の曲尺も再び使うことができるようになりました。 

 

 

【コラム：曲尺】  

起源はかなり古く、中国では後漢の武氏祠石室のレリーフに

伝説上の最初の皇帝・伏羲(ふっき)が曲尺をもつ様子が刻ま

れています。曲尺には１０の用途があると言われています。

直角や寸法をはかりとり、線を記す際の定規になることは言

うまでもなく、勾配をはかる、直線を分割する、和算の勾(こ

う)殳(こ)玄(げん)の考え方を応用すれば乗除・開平・開立の

ための計算器としてもつかえるなど多機能な道具なのです。

なかでも特筆すべきは裏目（角目）の機能で、表の√2 倍の

目盛りが裏面に刻まれており、直角三角形の斜辺が計算をせ

ずに求められるようになっています。この機能は建物の隅を

墨付けする際に非常に役立つのですが、わが国の大工は裏目

を利用しながら隅の屋根材の複雑な納まりを解く技を極め、

規矩(きく)術と呼んで高度に体系化しました。ただしその修

得は困難を極めたようで、「大工と雀は軒で泣く」という言

い回しはここからきています。 

 


